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例言
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1 本書の概要

はじめに

本書は、平成14年(2002)度 に実施した、長野県飯山市市内遺跡発掘調査等の報告書です。

この調査は、国庫補助事業として飯山市が補助事業者となり、飯山市教育委員会が主体となって

実施したものです。

調査を実施した遺跡は、次の三ヶ所です。

1千 苅遺跡(せ んがりいせき)

個人住宅建設に伴う発掘調査です。建物建設によって破壊される前に、調査を実施して記録保存

しようとするものです。

千苅遺跡は、旧石器時代から縄文時代草創期にかけての時期と考えられる尖頭器(石 槍)が これ

までに多 く発見されており、加えて細石刃石核(細 かいカミソリのような小さな石器を作り出すた

めの親石)も 発見されるなど、飯山地方の当該時代を研究する上で最も重要な遺跡として知られて

いました。

調査によって、尖頭器や削器(骨 や木などを加工するための石器)・掻器(皮 をなめしたりする

ための石器 と考えられています)な どが発見され大きな成果をあげましたが、堆積土が薄かったた

めに当時の生活した面は破壊されていました。そのため、どのような生活の跡だったのか、出土し

た石器がすべて一時期のものであったかどうかは分かりません。

また、縄文時代の土器や石器も発見されましたが、同様に当時の生活した跡は破壊されており、

土器や石器の発見によって約五千年前の人々が生活したことは間違いのないところですが、その詳

しい内容については明らかにできませんでした。

先人の暮らしぶりが少し垣間見ることができたのは、平安時代の生活の跡です。調査した地区の

東北端から平安時代の竪穴住居肚(地 面を

掘り下げて半地下式の家としたもの)状 の

跡が発見されました。当初は一般的な家の

跡と考えていましたが、石組状の跡や鉄澤

(鉄を製造する時に発生する鉄かす)な ど

が発見されたことから、鍛冶に関係する施

設あるいは鍛冶職人の兼用住居であったと

考えています。このことから、おそらく一

帯に平安時代の村があり、鍛冶を職業とす

る者もいたと推定されます。なお、鍛冶の

存在は、村の中でも鎌などの鉄製品の需要

が高かったことを示しています。 千苅遺跡近景
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2小 菅大聖院跡 に すげだいしょういんあと)

遺構が遺されているかどうか確かめるための調査です。

小菅地区にある大聖院跡は、昭和38年 まで現存 していた神職の邸宅です。建物の取り壊しの後、

杉の植林や記念碑の建立などが行われ、当時の面影はなくなってきていました。

大聖院は、中世や近世(江 戸時代)に は、小菅山大聖院として小菅奥社本殿や坊を統括する一大

寺院として君臨していました。大聖院の歴史については、別に詳しく触れます。

今回は、中世から近世まで存在していた

大聖院の建物の跡が残されているかどうか

確かめるために調査を実施しました。その

結果、表土をきれいに清掃した時点で最終

段階(大 聖院が取 り壊される段階)の 礎石

や厨房施設などが発見され、ほぼ当時のま

ま残されていることがわかりました。また、

やや深く掘り下げ古い時代の様子を探ろう

としましたが、上部にある礎石等を残す意

味から一・部にとどまり明らかにすることは

できませんでした。ただし、中世珠洲陶器

片も出土していることから、確実に中世ま 小菅大聖院跡の発掘調査

でさかのぼることが明確となりました。

3大 菅遺跡(お おすげいせき)

瑞穂地区北竜湖の東岸から山地にかけての場所に、中世には大菅村があったとされ、過去には遺

物も発見されています。明治の初期には地元住民にも知られていましたが、その後時間の経過とと

もに忘れ去られてきました。そのため、位置や範囲については不明確となりましたので、開発など

に対応するためには範囲等明確にしておく必要があったため調査することとなりました。

一帯は私有地の杉林で、各所有者の同意をいただいて杉の根を痛めないように範囲を設定しなが

ら調査を行ないました。北竜湖岸には北竜湖遺跡と呼称している縄文時代草創期から平安時代にい

たるまでの遺物が多く発見されており、今

回の調査でも湖岸に接した調査区では縄

文時代や古墳時代の遺物が発見されていま

灘欝_
大菅遺跡調査前の草刈作業
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大菅遺跡(北 竜湖対岸から)

大菅遺跡近景
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II 遺跡の位置と環境

1遺 跡の位置

千苅・小菅大聖院・大菅の3遺 跡とも、長野県飯山市大字瑞穂に位置する。旧下高井郡瑞穂村で、

昭和29年 の町村合併で飯山市となっている。

飯山市は長野県の北端に位置し、東西約6㎞ 、南北約15㎞ の紡錘形の小盆地を中心とした田園

地帯である。盆地西縁は、黒岩山(938.6m)、 鍋倉山(1288.8m)等 比較的低い関田山脈(東 頚

城丘陵)に よって画されている。ここには越後に通ずるいくつかの峠道が知られている。一方、盆

地東縁は毛無山(1649.8m)等 三国山脈の支脈によって、また北竜湖等に見られるように断層構

造線に沿って急峻な山地で画されている。

瑞穂地区は飯山盆地の東側に位置する。千曲川が盆地中央からやや東に向きを変え、東縁に近接

する地点で樽川を合流し、宮中丘陵の西裾を北流しやがて信越国境の峡谷地帯に入る。瑞穂地区は、

千曲川が樽川を合流する地点周辺から峡谷地帯に入る東側一帯で、南側は下高井郡木島平村、北側

は下高井郡野沢温泉村に接している。

このうち、千苅遺跡は千曲川と樽川が合

流する地点であり、宮中丘陵の南端にあた

る。宮中丘陵は縄文後期の石棺状遺構23

基が発見された宮中遺跡が所在するが、そ

の丘陵の南端部の樽川に面した小範囲に千

苅遺跡がある。

小菅大聖院跡は小菅地区にある。毛無山

の中腹に位置し、集落のほぼ中央を断層線

が横走する。集落は発達した扇状地上に立

地し、西の盆地底に向けて広がりを見せる。

集落東上方は、幅約750mの 西に開いた 宮中丘陵から関田峠を望む

馬蹄形の崩壊凹地が認められ、小菅神社奥

社本殿もこの中に位置している。大聖院跡

は、小菅集落の最も東上方の奥社参道入口

南側にある。

大菅遺跡は毛無山の中腹、断層線に沿っ

て形成された構造性の湖(飯山市誌 自然編)

である北竜湖東岸に位置する。字大菅は東

岸の北から南端までを含む。標高は湖水線

で約500mで あ り、盆地底 との比高差は

約200mを 測る。北竜湖は現在灌概用溜

池として利用されており、かつては南側に

あった早乙女池と北側の北竜池を併せて北 小菅大聖院跡(奥 の建物は護摩堂)
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竜湖としたという。そのため湖の周囲はかなり削土されている。また、特に湖の北半の周囲から旧

石器～平安時代の遺物が多く採集されており、北竜湖遺跡として登録されている。大菅遺跡につい

ては、中世文書等に現れる地名であり、昭和初期までは文献等にも地名として登場していたが、そ

の後徐々に忘れ去られ現在では中世に村があったこともほとんど忘れ去られようとしている。

遺跡の位置図(150,000)
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2歴 史的環境

3遺 跡に関わる歴史的環境については、千苅遺跡に関係することとして旧石器時代から縄文時代

草創期における周辺遺跡、小菅大聖院 ・大菅に関わることとして中・近世の小菅修験について簡単

に触れておきたい。

(1)千 苅 遺 跡 の概 要

千苅遺跡は、平安時代の土器が出土する遺跡として、既に信濃史料に記載されている(1956

信濃資料刊行会)。 この遺跡が旧石器時代の石器 も出土していることが注目されたのはずっと新し

くなり、昭和40年 代に入ってからである。高橋桂は、「飯山市の歴史と自然」の中で初めて旧石

器時代の遺跡として紹介している(高 橋桂1974)。 以下に引用しよう。「樽川が千曲川に合流す

る地点、宮中丘陵の南端に位置する。千苅在住の畔上光雄氏屋敷畑がそれである。時代的にはナ

イフブレイ ド、マイクロリス、ポイントの時期にわたっている。採集品のために出土層位は明確で

はないが、ローム層中に含まれることは事実である。石器の種類は多種多様である。今後、詳細な

研究を通して文化内容を極めると同時に大事に保存したいものである。市の貴重な遺跡の一つであ

る。」

採集された石器及びその後飯山北高等学校地歴部部員によって新たに採集された資料は高橋桂

にもたらされ、高橋から中島庄一に託されて資料が公開された(中 島1981)中 島はその論文の中

で、飯山地方の尖頭器を搬出する石器群の時間的な位置付けについて①小坂石器群→②関沢石器群

→(細 石器)→ ③千苅遺跡→④横倉遺跡とし、千苅遺跡の細石器と尖頭器の同時性については、地

域的な様相もあって一概 に結論づけられないとされた。

また、長野県史においてもほぼ同様な見

解が示され、「細石刃核と共伴するかどう

かの微妙な時期にある槍先形尖頭器を主体

とする石器群 である。」 とされてい る(森

山鳥1988)o

中島庄一 は、その後 「千苅遺跡の研究」

(1990)に おいて再 度検証を行 ってい る。

その結果千苅遺跡群を、 「縦長剥片剥離技

術を伴わない御子柴 ・長者久保系石器群の

(後半)段 階」 に相 当す るとされ、細石核

についてはその前の段階 において分離 して

考えることが「現段 階では最 も妥当な見解」

であるとされた。

千苅遺跡既出石器

このように、千苅遺跡の石器群については、遺跡内の保存良好な地点の調査結果が明らかになる

まで、簡単に解決できない問題を含んでいる。

(2)旧 石器 時代 か ら縄 文 時代 草創 期 における周辺遺跡

千苅遺跡周辺の3㎞ 四方において、11遺 跡の旧石器時代遺跡もしくは縄文時代草創期の石器群

が発見されている(8・9ペ ージ)。本稿ではこれらの遺跡について概観する。
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城ノ前遺跡(2)千 苅遺跡の東方500mの 段丘上に立地する。中組区の小林秀雄氏が丹念に採集

したものである(8ペ ージ)。石器はすべて尖頭器で、組成は不明である。千苅遺跡の尖頭器と比

較して、さらに平坦な加工を施し薄く仕上げている。

木原遺跡(3)曽 根川によって形成された扇状地状に立地しているが、詳細な地点は不明である。

福島区の森山国士氏の採集・所有である(8ペ ージ)。1点 のみであるが、頁岩製の見事な尖頭状の

削器である。

関沢遺跡(5)宮 中丘陵の北側に接 した段丘上に立地する。昭和55年 に調査が行なわれ、尖頭器

を主体とする良好な石器群が検出されている(飯 山市教委1981)。

瀬付遺跡(6)千 曲川に接した段丘上にあり、関沢遺跡の対岸に位置する。信濃史料には写真とと

もにナイフ形石器の出土が記載されているが、資料は現在不明となっている。堤防の土取り.によっ

て主体部は破壊されたと考えられるが、周辺から剥片が現在でも少量採集することができる。

北竜湖遺跡(7)標 高500mの 断層湖周縁にあ り、盆地底 との比高差は200mを 測る。遺物は大

半が北竜湖観光協会に保管され、一部市教育委員会が所蔵している。主体は縄文早期 ・前期の遺物

であるが、旧石器時代の尖頭器 ・細石核及び縄文時代草創期の片刃石斧も採集されている。

太子林遺跡(8)瑞 穂グラウンドの周辺に位置する。昭和55年 に発掘調査がなされ、ナイフ形石器・

掻器 ・彫器 ・刃部磨製石斧等が発見された(飯 山市教委1981)。 その後、農村集落週末処理場建

設に伴い発掘調査がされた。発掘箇所が離れていることもあり太子林遺跡第H地 点 として報告した

が(飯 山市教委1999)、 その石器群の内容は異なっている。

屋株遺跡(9)1988年 、国道117号 線バイパス工事に伴い発掘調査がなされた(飯 山市教委

1989)。 小形の尖頭器2点 と剥片が出土している。

日焼遺跡(11)屋 株遺跡 と同一原因によ り同年調査がなされた。6箇 所の遺物集中地点よ り約

2000点 の石器が発見され、特に黒曜石製の掻器が注目を集めた(飯 山市教委1989)。

上野遺跡 ⑫ 数回にわたる調査で、多くの遺物集中地点が発見され、尖頭器と玉髄製掻器が組成

して出土している(飯 山市教委1989)。

太子林遺跡の石器
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周辺遺跡出土石器1

-g



周辺遺跡出土石器2

_9



千苅遺跡周辺の旧石器時代～縄文時代草創期における遺跡分布図
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(3)小 菅 神 社 の 周 辺

小菅山は戸隠 ・飯綱 と並び北信三大霊場 として知 られてお り、 「信濃国高井郡小菅 山八所権現並

に元隆寺来 由記」 な どによるとその草創 は白鳳8(680)年 、修験道 の開祖役小角が小菅権現(馬

頭観世音)を は じめ とす る、戸隠 ・熊野 ・金峰 ・白山 ・立山 ・山王 ・走湯の八所権現を祀 ったこと

が始 ま りとされる。その後元隆寺を興 し、金堂 ・講堂 ・舞台 ・三重塔 ・荒神堂 ・鐘楼 ・仁王 門、さ

らには里社を建立 した と伝え られる。

中世には小菅山元隆寺 として、衆徒の僧

房 は上 の院16坊 、中の院10坊 、下 の院

11坊 とそれを総括す る大聖 院 と末 院10、

盛 時には僧侶、修験者、楽 人等300人 を

超 し広 壮 優 美 を極 め た とい う。 応永13

(1405)年 に製作 された と考 えられる板絵

著色観音三十三身 図は、大塔:合戦 が終息、

国内も安定 し小菅の地 も修験道 の最盛期を

迎 えた頃の ものである。また、元隆寺来由

記 は天文11(1542)年 に成 り、奥社脇立

は天文15(1546)年 の製作で、奥社本殿

の再建も天文年 中になされてお り、甲越の 小菅神社奥社本殿

戦いが始 まる前の この時期 までが小菅 山がもっとも平穏だ った頃 と考えられる。

甲越の戦い(川 中島合戦)は 、天文22(1553)年 頃よ り始 まった。弘治3(1557)年 、長尾景虎(上

杉謙信)が 元隆寺に戦勝祈願の願文を奉納 している。そして、 もっ とも激 しく戦 った とされる第4

回川 中島合戦(永 禄4年=1561)の 余波 により、小菅山は奥院を残 し灰儘に帰 した とい う。

1羅難
霧簿二儲灘欝髪

瓢縦漏 灘興駅菱
もの と推定 されている。

この よ うに再興 しつつあ ったが、
奥社参道の杉並木慶長

3(1598)年 景勝 の会 津転封

により別当も移ったために頓挫 してしまった。

愛染岩

近世に入 り、歴代城主の崇敬 のも とに修理等が行われ、特 に松平氏 は、奥社や里社、講堂 ・大

鳥居な どを修復 ・建立 してい る。その後幕府領になったが、飯 山藩主本多氏は毎年籾20俵 と杉苗

一万本を寄進 してい る。なお、近世の文化財 としては、皆川廣照 ・廣泰寄進の絵馬 「黒神馬 ・白神

馬」や 「花鳥之図」、菩提院の 「十六善神画像」・「浬藥 ・極楽 ・地獄絵図」 などがある。

一11一



明治2(1869)年 の神仏分 離の政令 によ り、小菅山元隆寺は 「小菅社八所大神」 と改称 し、 同

6年4月 郷社 とな り、同33年5月 には小菅神社 と改称 した。明治42年7月 瑞穂全村の村社10社 、

無格社5社 の統一がな り、昭和8年12月 県社 となった。

小菅山元隆寺の別 当であった武内家 は天正年中よ り継続 し、明治 にな って神主 として復職 した。

また、鷲尾家 は、里宮神主 として寛永年 中よ り世襲 し、一時倉科 ・宮本氏が社掌勤務 となったが、

再び鷲尾氏が復職 している。なお、武 内家はその後奥社本殿や柱松行事等 の管理 してい たすべてを

鷲尾社家 に任せ ることとな り、現在は小菅神社氏子総代会が管理 している。

(4)大 菅遺 跡 周辺

大菅について触れられているものに昭和

6年 にまとめられた森山茂市氏の 「増訂小

菅神社誌」がある。その部分について旧字

が多いがほぼ原文のまま以下に引用する。

第二章

第十節 小菅神社の参道

略 北参道は前坂口から入るべく、小山

露警糠獣欝籠麺言蕪

劉繋旛燈響窟勤㌶
対岸から大菅を望むさとを後にして大菅村の遺跡を訪ひつつ字

コエンドに向ふ。又池西に出れぼ間門の辺に腰を卸して、遊船二隻が欺乃の聲高く蓉菜の問を漕ぎ

て、数個の浮島に赤黒の鯉魚が出没隠顯するに興じつつ是亦コエンドに会する。それから坂路を下っ

て、古の所謂加耶吉利堂即ち馬頭観音堂を伏拝み、菩提院を横に見て表参道に合するのである。此

の北参道は野沢温泉よりすれば比較的緩勾配の間道だから浴客の多敷は細道ながら此のコースを選

ぶのである。

第三章

十三節 傍謹的の出土品及文献

小菅の先史時代は何如なる情状であったか固より知るべきでないが、今石器時代の遺物として、

石1/・石斧 ・石槍 ・石刀 ・石匙 ・石砥 ・石棒 ・土器破片等の出土品が多いのを見れば、太古原人民

族の住所であったことが明かである。殊に當区の蒲原林蔵氏が明治三十二年四月中、附近の宅地を

墾墾して水田を拓く工事に方り、地表の黒色壌土層一尺位鋤去した下の蒲黄色の底土層に、掘立柱

の肚らしい圓孔の規則正しく排列すると襲見したといふ。思ふに是は先住民族の住居の跡であらう。

此庭から石器類数点を拾い取って現に之を保存して居る。

有史以後の遺物としては、古刀 ・音形の鍬(或 は鋤か)・飴の木像等の襲見された物数点あって

往時を追想されるのである。
一、古刀 一口

字大菅の巨石の下より出た無銘の刀で、甚しく腐錆しているがitは完全である。鷲尾常次郎の所

蔵だ。
一、 古鍬(或 古鋤)二 枚
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甲は小林元二郎の所蔵品で、字大菅小字新奥堂か ら出た。長 さ40.6cm、 幅は刃部13.3cm、 脚

部18cm、 脚部の末端3.7cmで 、両脚の内側 か ら刃部 まで三方深い溝がある。量 目1.5㎏ で鋳造物

らしい。

乙は下高井農林学校の所蔵品で、鷲尾常次郎が大正十 四年九月、大菅池 の東方小字清水 で石 間か

ら得た物であったが、翌年三月同校 に寄附 したのである。小林氏の物 よ り稽小型 で、長さ6cm短 い。

脚部に四個所修理 した所があ り、 巾3cm位 の鉄itを 被覆 してある。量 目1.3kgで 此の方は鍛製 だ。

一
、聖徳太子 の木像 一・艦

焼け焦げて双手を鉄 き刀法等不明なるが、鑑定 家は聖徳太子の立像だ といふ。高さ二十糎。明治

十 四、五年頃小菅字蓮池北方山地の路傍で拾得され、今編者 の許に安置 してある。永禄の兵火に焼

けて土 中に埋没 したもの らしい。

一・
、古鏡 三面

文政十年七月吉原六左衛門方(今 の亀蔵 の祖)宅 地方 より掘出 したもので、銅質帯 白色 で美 しい。

裏面に 「天下一若狡」。以下略

第四章 小菅神社付近 の勝厘及薔蹟

第十九節 北龍池

藩薫欝ll
も深い庭は泥中に長材を横へ、其の上を渡って

稲を作るのである。此等両池は全く観を留めぬ

が、唯北龍池のみ依然として態を存し、通稻地

篇諭聾総論蕊斜

羅叢驚ll
南半を指す程度しか判明していない。

古絵図(延 亨三年銘)
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小菅神社奥社参道周辺出土銅鏡(州 浜松樹双雀鏡)

小菅神社奥社参道周辺出土銅鏡(垣 根柳樹双雀鏡)

小菅神社奥社参道周辺出土銅鏡(菊 紋散双雀鏡)
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皿 調査の記録

1千 苅 遺 跡

(1)調 査 方 法

調査対象地 は、具体的な建設位置が決定 していなかったこともあ り、また、表土が浅 く建設工事

によ り大半が破壊され ることが予想された ことか ら全面を調査対象 とした。調査区内を5×5mの

グリッ トを設定 し、南北に南か らA・B・C… …Fま で、東西 に東 から1・2・3… …7と 呼称 した。

座標杭はX=97,325.000Y=一7,980.000H=316.331m

X=97,305.000Y=一7,980.000H=315.507m

X=97,305.000Y=一7,955.000H=314.985mの3点 を設定 した。

調査方法は、作物 であるアスパラガスの株の除去を行い、続いて表土が浅い と判断され たため手

作業によ り表土を除去 した。ジ ョレン ・移植 ゴテ等で慎重 に遺構 ・遺物の検 出を行 った。遺構 図は

基本的に20分 の1の 平板及びメッシュによ り作成 し、遺構検 出に応 じて より細かい作 図、 レベル

の記録作成を行 った。写真 はリバー一サル、モノクロ、カラーネガにより全体、部分 と出土 状態 に応

じて適宜 に撮影 した。

(2)調 査 経 緯

所 在 地 飯山市大字瑞穂字千苅155-1ほ か

原 因 個人住宅建設 に伴 う調査

調査期 日2003年(平 成14年)4月18日 ～6月3日

調査面積207.5㎡

調査結果 遺構 竪穴状遺構(SB1)、 土坑(SK1・SK2・SK3)

遺物 尖頭器 ・削器 ・掻器 ・縄文式土器 ・縄文石器 ・須:恵器 ・土師器 ・鉄津等

(調査 日誌抄)

2003年(平 成14年)

4月18日(木)～19日(金)器 材搬入、テン ト設営、 グリッ ト設定。

4月22日(月)調 査開始式を現地 で行 う。アスパラガス株除去後、引き続きE-2・3区 耕作

土除去。

4月23日(火)作 業続行、ジ ョレンがけ精査。

4月24日(水)作 業続行、ジ ョレンがけ精査。E-2区 において柱穴確認する。

4月25日(木)E・F-5区 耕作土除去、ジョレンがけ精査。

4月26日(金)作 業続行、ジ ョレンがけ精査。F-5区 のi撹乱部分 除去。アスパラガス株除去

後D-5区 耕作土除去。

4月30日(月)作 業続行、ジョレンがけ精査。

5月1日(火)作 業続行、ジ ョレンがけ精査。アスパ ラガス株除去後D-4区 耕作土 除去。

5月2日(水)作 業続行、精査。D-5区 黒色土掘 り下げに入 る。

5月8日(水)作 業続行、精査。D-4区 黒色土掘 り下げに入 る。
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千苅遺跡発掘調査風景

5月9日(木)作 業続行、精査。D-4・5区 、南へ行 くほ ど傾斜が強 くな り礫が多 くなる。

5月10日(金)作 業続行、精査。

5月13日(月)作 業続行、精査。D-5区 にて石11出 土。

5月14日(火)作 業続行、精査。写真撮影。

5月15日(水)ア スパラガス株除去後、D-2・3区 着手。D-3区 耕作土か ら打製石斧出土。

5月16日(木)作 業続行、精査。

5月20日(月)作 業続行、精査。D-2・3区 、黒色土を掘 り下げる。

5月21日(火)作 業続行、精査。写真撮影。

5月22日(水)作 業続行、精査。D-2・3区 の中間にて集石状の遺構が確認 され、精査に入る。

写真撮影。

5月23日(木)作 業続行、精査。 アスパ ラガス株除去後、F-1・2区 、E-1区 着手。

5月24日(金)作 業続行、精査。F-2区 において遺構を確認する。

5月27日(月)作 業続行、精査。F-2区 出土の柱穴を掘 り下げ、写真撮影。

5月28日(火)作 業続行、精査。層序実測、写真撮影。

5月29日(木)竪 穴状遺構(SB1)掘 り下げ。C-6区 、D-3・4区 、E・F-5区 平板

によ り測量。

5月30日(木)竪 穴状遺構(SB1)精 査。SB1内 よ り黒色土器椀が出土。D-5区 、平板 ・

レベル測量。

5月31日(金)D-2・3区 遺構掘 り下 げ、写真撮影、平板 ・レベル測量。

6月3日(月)竪 穴状遺構(SB1)測 量、写真撮影、平板測量。器材搬出。
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2小 菅大聖院跡

(1)調 査 方 法

グ リッ トの設定 は、平 成13年 度 に実施 した確認調査時の5mグ リッ トをそのまま使用 したが、

地形図等にあわせるために新たに座標 を設置 した。 グリッ ト番号 は、南北に北か ら4・5・6… …

11、 東西 に西か らB・C・D・Eと 付 した。

座標 は二 ヶ所 に設置 し、1X=9888.000

Y=一6318.000

H=534.71m

2X=9888.000

Y=一6318.000

H=534.71mで ある。

調査方法は、表面を清掃 した時点で確認 される礎石等の遺構をそのまま残すことを条件 に、一部

では遺構の下 限を把握するために発掘調査を実施す ることとした。

そのため、ジ ョレン・移植ゴテ等で慎重 に清掃 して、遺物 ・遺構を検出 してい った。遺構平面図は、

20分 の1の メッシュによる測量を中心 に一部平板 による平面 図を作成 した。写真は、 リバーサル ・

モノクロ ・カラーネガによ り、全体 ・部分 と確認状態等に応 じて適宜に撮影 した。

(2)調 査 経 緯

所 在 地 飯山市大字瑞穂字 内山7053番 地

原 因 遺構 の確認調査

調査期間2002年(平 成14年)8月26日 ～9月24日

調査面積687.5㎡

調査結果 遺構 大聖院礎石(囲 炉裏跡 、大釜跡 、風 呂跡 、穴倉 跡、池跡 、雑排 水池跡 、排

水路跡)

遺物 陶磁器、銭貨、鉄製品、銀製品ほか

(調査 日誌抄)

2002年(平 成14年)

8月26日(月)調 査開始式を現地で行 う。 終了後器材搬入、 テ ン ト設営。 引 き続 き草刈 りを

行 う。

8月27日(火)～28日(水)草 刈 り、杉株取 り除き。

8月29日(木)～30日(金)残 土等 除去。

9月2日(月)B・C-4・5区 精査、C-5区 にて囲炉裏跡確認。銭貨1枚 出土。D-8・

9区 精査。D-8区 陶磁器多数出土。D-9台 所跡にて銭貨8枚 出土。

9月3日(火)作 業続行。D-9区 台所跡 にて陶磁器多数 出土。C-8区 精査、囲炉裏跡確認。

B-9区 精査、穴倉跡確認。

9月4日(水)D-10区 精査、大釜跡確認。D-11区 精査、風 呂跡確認。B～D-7区 に

トレンチ設定。D-7区 トレンチ内5～10cm下 から一面の敷石確認、拡張す

る。C・D-6・7区 の一画に2～3×5mの 範 囲で、大聖院跡 の礎石下10

～15cmに おいて一面の敷石を確認す る。
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9月5日(木)C-10・11区 精査。E-9台 所跡外 に小池跡を確認。 ・

9月6日(金)E-4～7・9～10区 、B-7・8区 精査。Cラ イ ンに トレンチを入れる。

9月9日(月)Cラ イン トレンチの精査、作業続行。

9月10日(火)穴 倉跡、風 呂跡、大釜跡、精査。D-10・11区 排水路跡精査。

9月11日(水)大 聖院跡、調査終了につ き全体清掃。全体写真撮影。

9月12日(木)～19日(水)メ ッシュ測量。

9月20日(木)調 査 区内整備作業。

9月24日(月)整 備作業、器材撤:収搬 出。

9月25日(火)～30日(月)測 量。

小菅大聖院跡調査風景
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3大 菅遺跡

(1)調 査 方 法

大菅遺跡 は、北竜湖東岸の字大菅 に所在す る遺跡である。弁天島近 くの北竜湖周回道路の周辺で、

石積の痕跡 が認め られている部分を中心に調査地点を決定 し、 トレンチを設定 した。

調査 区の設定は、任意で比較 的広 い範囲に次の9ヶ 所 を設定 した。

1)A区 字大菅7515番 地で、所有者は小菅の真嶋幸司氏である。林道東側で現況は杉林 であ

る。石積が現 れている地点 で トレンチを設定 した。

2)B区 字大菅7415番 地で、所有者は学校法人文化学 園である。林道西側の石積が現れてい

る地点 で、 トレンチを設定 した。現況 は杉林 である。

3)C区 字大菅7414番 地で、所有者 は野沢温泉村 の河野哲男氏 であ る。湖岸 と林道 の間で、

石積の上段で トレンチを設定 した。現況は原野である。

4)D区 字大菅7408番 地で、所有者は小菅の大塚藤子氏である。弁天 島に下 る北側 で原野部

分 に トレンチを設定 した。

5)E・F区 字大菅7406番 地で、所有者は小菅の山岸富二氏である。弁天島に下 る南側 で原

野部分 に トレンチを設定 した。湖岸側 には石積がやや崩れてい るが輪郭はほぼ残 っている。

6)G区 字大菅7400番 地で、所有者は小菅の蒲原良典氏である。林道西側で杉林の中ほ どに

石積が現れてい る地点を設定 した。

7)H区 字大菅7533番 地で、所有者 は野沢温泉村の丸 山常明氏である。林 道東側 で、平成

13年 に調査 した地点南側 の杉林の中に トレンチを設定 した。

8)1区 字大菅7390番 地 で、所有者 は瑞穂 の中島俊雄氏である。林道西側でもとは畑 と思わ

れ る地点で トレンチを2ヶ 所設定 した。

調査方法 は、刈 り払い機による草刈 り、チェーンソーによる除伐、続いて枯れ枝な ど堆積物の除

去後、ジ ョレン ・移植 ゴテ等で慎重に掘 り下げてい った。実測 図は20分 の1で 作成。 レベルは任

意で測量。

(2)調 査 経 緯

所 在 地 飯 山市大字瑞穂字大菅7400番 地ほか8筆

原 因 開発等 に対処す るための遺跡範囲等確認調 査

調査期間2003年(平 成14年)10月8日 ～10月16日

調査面積153.77㎡

(調査 日誌抄)

2002年(平 成14年)

10月4日(金)調 査予定地点 トレンチ設定。

10月8日(火)大 菅遺跡発掘開始式を現地で行 う。終了後器材搬入、テン ト設営。引 き続 き刈

り払 い機により草刈 り、チェー ンソー によ り除伐を行 う。

10月9日(水)A・B・C各 トレンチ表土除去、精査。A・B区 陶器小破片出土。

10月10日(木)作 業続行。新 たにD・E・Fト レンチ表土除去、精査。

10月11日(金)作 業続行、新 たにG・1ト レンチ表土除去、精査。A・B・C各 トレンチ清掃

後写真撮影。平板 による平面 図作成、 レベル測量。Eト レンチ鉄製品 ・石器 ・
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陶磁器等破片 出土。Fト レンチ土器片 出土。

10月15日(火)新 たにHト レンチ表土除去、精査。D・E・F・G各 トレンチ清掃後写真撮影。

平板 によ り平面 図作成、 レベル測量。埋め戻 し。1ト レンチ にて陶磁器破片、

内面黒色土器片出土。

10月16日(水)H・1ト レンチ清掃後写真撮影。平面 図作成、 レベル測量。埋め戻 し、器材撤:

収搬 出。

大菅遺跡調査風景

(整理作業)

整理作業 は、飯山市埋蔵文化財センター において図面整理 ・遺物洗浄 ・注記 ・i接合 ・図化 ・トレー

ス等の作業を行なった。平成15年2月 よ り編集作業を行い、同年3月 に報告書を発刊 した。

この期間 中に飯山市立第一中学校2年 生 による職場体験学習の一・環 として、男子生徒3名 が2日

間にわた り遺物の洗浄 ・注記 ・接合等の体験学習を行なってい る。

一20一



IV 千苅遺跡

1遺 構

今回の調査で発見された遺構は、平安時代の竪穴状遺構1基 、時期を明確にできない遺構もある

が土抗も3基 発見されている。遺物では平安時代以外でも、旧石器ないしは縄文時代草創期の尖頭

器等、縄文式土器 ・石器なども出土しているが、調査地区では破壊を受けていることもあって遺構

を確認することができなかった。

調査対象地は、南側の低湿地及び西側を北流し千曲川に合流する樽川に向かって緩やかに傾斜し

ていた。しかし、実際に調査を実施した結果は、テフラ層が急斜で低湿地に向かって下っており、

丘陵状微高地の末端面であることが明らかとなった。

調査対象地東側の上部は既に削土されており、テフラ層も耕作等によりかなり撹乱を受けていた。

逆に南側の下端は、黒色土層が厚く堆積しており人頭大以上の礫も多く黒色土層中に認められた。

この礫はテフラ層にも入り込んでいることから、更新世末期の頃は河岸もしくは湖岸あったのでは

ないかと考えられる。その後次第に黒色土が堆積し、なだらかな斜面に変化していったものであろ

う。

千苅遺跡調査区全景

そのため、旧石器時代あるいは縄文時代には、傾斜の強い調査地区北半より上位の微高地上に遺

跡の主体があり、平安時代になってやや下位に移動したように考えられる。
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層序は、調査 区西面 では1層 が表土(耕 作土)、 層厚は15～20cm。H層 が茶褐色土層、層厚 は

20～25cmで 、比較的ぼろぼろ としてい る。 皿層は黒褐色土層 で、層厚10～45cmを 計 る。IV層

は黒色土層 で層厚55cmを 計 り、 しま りの良い土層 となる。 この うち大 きな礫 は、H層 か らIV層 に

含まれ、V層 のテフラ層 内にも入 り込んでいる。南 向き斜面のため南側へ行 くほ ど各層が厚 くなる。

(1)竪 穴 状 遺 構(SB1)(図5)

形態・規模か らも竪穴式住居 と考えて も差支えないが、 ここでは竪穴状遺構 として報告する。

調査区の北東隅E-1に 区位置す る。確認面 はテ フラ層であるが、約20cmの 耕作土下の検 出で

あ り、既 に削土されている ことが伺 えた。 また、南側 は破壊されてお り不明であるが、南北約3.8

mと 推定される。東側は調査区域外に続 くため、東西の幅は不明である。形態的には隅丸方形 ある

いは不正楕円形 と思われる。床面 にはピッ トが1カ 所認め られ るが、浅いため柱穴 とな りえるか ど

うか不明である。竪穴掘 り込み面の周 囲に人頭多大の礫が認 められるが、 これはテフラ層に入 り込

んでお り、 自然的なもの と判断される。北側の床面及び壁面にあるにある礫は、明 らかに持 ち運ば

れたものであ り、特 に壁際の礫 は石組み状 にまとまっているがカマ ドとは相異 してい る。

本竪穴遺構 は出土遺物から平安時代 に位置付けられるが、柱穴や壁際の石組み状の遺構か ら一・般

的な竪穴式住居 とは異質な感 じを受ける。覆土から鉄澤な どの出土 もあることか ら、火床 などは認

め られなか ったが鍛冶に関係する施設ではないか とも考え られる。

遺物 は、黒色土器椀や須恵器破片 ・鉄澤 などが出土 してい る。

竪穴状遺構

同遺構覆土出土墨書土器
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(2)土 抗(図5)

1号 土抗(SK1)

D-3区 において検 出する。長径1.3m、 短軸0.55m、 深 さ45cmを 計 り、平面は長方形を呈する。

坑 内には20～50cmの 礫が混入 されている。底面には地山の礫 も認め られるが、その多 くは土抗

覆上部に認め られる。出土遺物はない。

2号 土抗(SK2)

D-3・4区 において検 出され る。長径1.9m、 短径1.3m、 深 さ20～40cm計 り、平面形態

は不整楕円形である。い くつかの土坑が重複 している可能性がある。出土遺物はない。

3号 土抗(SK3)

D-2区 において検出される。長径1.6m、 短径0.7m、 深さ27cmを 計 り、平面は楕 円形 を呈する。

5～20cmの 礫がまとまってい る。礫中に須恵器片が出土 している。

1号土抗

3号 土抗

一23一



2遺 物

(1)旧 石 器 時 代 ～ 縄 文 時 代 草 創 期 の 石 器

各グリッ ト及び竪穴状遺構か ら散在的 に出土 したもので、本来の位置か ら離れて出土 したもので

ある。器種 では、尖頭器 ・削器 ・掻器 な どがある。

尖頭器(図6-1～6)

合計6点 出土 してい る。形態 的には幅広で大型のもの(1～3)と 、細身の柳葉形のもの(4～

6)に 分類 され る。3は 安山岩であるが、他はすべて頁岩製である。

削器(図6-7～12)

5点 出土 している。7～9は 頁岩製、10～12は 黒曜石製 である。何 れも縁辺あ るいは端部 に

加工を施 して刃部を作出 している。9は 刃部か らは掻器 として考 えてよいか もしれない。

掻器(図6-12～14)

3点 出土 している。12は 黒曜石製で、両端 に刃部が作 られる複刃式、13は 安山岩製の典型的な

エ ン ドスク レイパーである。14は やや幅広 な安山岩製 で、厚 くはないが端部 に刃部を作出 している。

以上 の石器群は、時期 的にも同一・時期 との確証はないが、大 きく異な る時期 とは考え ていない。

むしろ、尖頭器に組成され る削器 ・掻器 として旧石器時代終末期 の石器群 と考えて差支 えないだろ

うと思われ る。

旧石器時代～縄文時代草創期の石器

(2)縄 文 時 代 の遺 物

縄文時代の遺物には土器及び石器がある。

縄文式土器 約20点 出土 している。出±地区は斜面が急なD-3～5区 にまとまっていたが、

遺構等は認められないことからことから台地上部からの流れ込みの可能性がある。

土器は何れも縄文時代前期末から中期初頭のものである。三角印刻文や半戴竹管状工具による平

行条線文などの文様が認められる。
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縄文式土器

石 器(図7)

縄文時代の石器には、打製石斧2、 石匙1、 剥片1点 がある。

打製石斧(1・2)は 、斧 とい うよ りも、ス コップや移植 ゴテな どのように土堀具 と考 えられて

いる石器である。3は 、縄 文時代前期 に特徴的なつ まみ部が作出されてい るもので、石匙 と呼ぼれ

るが皮剥用の携帯ナイフ と機能が考え られている石器 である。

縄文時代の石器

(3)平 安 時 代 の 遺 物

竪穴状遺構を中心 として、各 グリッ トからも散在的に出土 している。 出土遺物 は、土師器甕 ・椀、

須恵器甕、灰紬陶器皿 ・椀、鉄澤な どである。

土師器甕 ・椀(図8一 ・1～17)

甕は何れも破片で全形を伺い えるものはない。口縁形態は外反 ・内屈等様々であるが何 れも外面

調整はロクロ調整されている・椀 は黒色土器が大半である・ この うち4点 の椀 に墨書がなされてい

る。図8-1は 「真」、7は 記号状 で判別できない。12は 「大」、15は 不明である。底部調整は、

回転糸 きり痕を とどめるもの、回転ヘラ削 り ・静止ヘラ削 りと多様である。

灰粕陶器(図8-19～24)

何れ も小破片 であるが、6点 図化 している(図8-19～24)。 灰粕は刷毛塗 りが多 く、唯一漬
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け掛 けの例 もある(図8-19)。

平安時代の土師器・須恵器・灰紬陶器

鉄澤

鉄津は、精錬や小鍛冶作業で生じる鉄カスである。竪穴状遺構からの出土で、この施設で鍛冶に

関係した作業が行なわれていたと推定される。何れも鉄分が多い飴状の鉄澤である。

鉄澤
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V 小菅大聖院跡

1遺 構

(1)概 要

大聖院跡 は奥社参道入 口の南側 にあ り、梅鉢積 と通称され る壮大な石垣の上に屋敷地が ある。現

在は庭園 と護摩堂が残 されてお り、跡地 には杉が植栽 されていたが、 これ以上大 き く成長する と支

障になるため平成14年2月 に伐採 された。

大聖院の建物規模 については、昭和30年 代後半 まで存在 していたことか ら、地元の古老 も承知

していた。 しか し、詳細な規模等 となる と記憶がまちまちであった りして明確にす ることができな

か った。また、かつての別当邸宅 であ り、一般の人 は通用 口か ら勝手付近 まで しか入 ることができ

なかった ことも影響 しているらしい。

建物跡 は、礎石を確認することができたため間口17.5間 、奥行 き6.5問 と推定す ることができた。

入口は、表玄関(正 面玄関)と 通用口(西 入 口)、勝手 口(南 入口)の3ケ 所がある。

表玄関は、現在の記念碑付近にあった とされ、建物の西側にある、回廊式池の石橋を渡 った正面

に位置 してい る。表玄 関より北側が座敷 とされ、座敷の中ほどのB・C-5区 に囲炉裏 と思われ る、

1.0×1.3mの 長方形の灰原を確認 してい る。また、D-4区 では建物の北東隅の縁石 と思われ る

切石の列 を検出 している。

小菅大聖院跡全景
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通用口は、表玄関の南側 に位置 し、西 向きの入 口であ る。入口手前には1.5×4mの 範 囲で石畳

があ り、続いて3段 の石段がある。入 口を入 った土間の左正面 に穴倉が検 出されている。通用入 口

の左側、建物の外に、径60cmで 深 さ30cmの 石で回 りを囲んだ円形の穴を検 出 した。 中には焼土

が認められた。

通用 口か ら入 って北側 が茶の間で、二部屋あ ったと考 えられ る。C・D-8区 の中ほどに囲炉裏

と思われる1.2mの 方形の範 囲で灰原を検 出している。B-8区 石列の近 くで銭貨が3枚 出土。茶

の間の中ほ どD-7区 にあ る礎石 より10～15cm下 面 の3.1×5.2mの 範囲で一面に敷石を確認。

この敷石は何を意味するのか今後の課題である。茶の間の東側、D-8区 の礎石周辺か ら多量の食

器類、銭貨5枚 が出土。

通用 口か ら入 って土 間、正面 に板 の間があ り、茶の間の南側に位置す る部屋である。 この板の間

にも囲炉裏 と思われる1.0×1.8mの 長方形の灰原を検出。 この囲炉裏跡 と思われる所か ら火打ち

石(安 山岩)が 出土 してい る(地 元 の人の話では、一時 この場所 において柱松神事の火 口焼が行な

われていた らしい)。

D-9・10区 において発見 された台所は、板の間の東側に位置 し、D-10区 の位置 には平石で1.6

×2.2mの 幅で石が敷き詰 めてあ り台所か ら土問へ と続 く。 ここの礎石の周辺からは、多量 の食器

類が出土 している。他 には銭貨11枚 が出土 している。

建物南側か ら入 る勝手 口は、入 口に階段状に配石が認め られ、入 口か ら続 く所は土間になってい

たと思われる。入 口西側 には馬小屋が2部 屋 あったらしい。入 口東側には、手前に風 呂焚 口跡が確

認できた。勝手口西側 には便所がある。建物から南側へ7尺 ほど出ていたと思われる。

小菅大聖院跡出土の礎石

一28一



(2)遺 構 各 節 ・

池跡(図 ・10)

E-8・9区 に位置 し、建物か ら1.2mほ ど離れ

た東側で、敷地東側 の石積の下に位置す る。1.4×

1.51mの 方形 で、深 さ30cm。 内側 には石組が な'さ

れ ている。底面 も石が敷 き詰められている。東側の

石積上部YLは 水路があ り、池の南側 から滝 になって

落ちてい る。そ こか ら水路で引水 したと思われる。

池跡

雑排水池跡(図10)

D・'E-9に 位置 し、台所の東側 に隣接 して作 ら

れている。直径1.1mの 円形、深 さ47cmの 大 きさ

で内側には石組がなされている。底面には石 が敷き

詰め られていない。台所に隣接 して作 られてい るの

で、台所 の排水 が流れ込んでいた と思われる。

雑排水池跡

大釜跡(図'10)

D-10区 に位置 し、台所南隅の土間に直径80cm、

深さ14cmの 大釜の跡 と思われ る遺構が検出された。

15～25cmの 石 で石組がな され 回 りを粘土 で覆 っ

ている。・上部 は壊されていて一段 しか石組が残 って

いない。焚 口 と思われ る幅50cm、 深 さ13cmほ ど

の石組 も検出。遺:物は、銭貨1枚 出土。

大釜跡

風 呂焚口跡(図10)

C・D-11区 に位置す る。建物南側の勝手口を入 っ

て東側 にて、直径80cm、 深 さ13cmの 風 呂焚 口跡

と思われる遺構が検出された。上部 は壊されていて、

10～30cmの 石 で二段 に石組 がなされ回 りを粘 土

で覆 ってい る所 だけが検出。底面に平石が敷き詰め,

られ、焼土 も残 されている。

風呂焚ロ跡
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穴倉跡(図10)

野菜な どの食料を貯蔵す るための施設である。B-9区 に位

置する。通用 口か ら入 った土 間の中程で検 出。長径3.2m、 短

径1.7mの 長方形 で、深 さは90cmを 計 る。穴倉 の壁 は土のま

まであったようで石積 されていなかった。

穴倉跡

排水路跡(図9)

D-10・11区 に位置 し、長 さ5.8m、

幅20～25cm、 深 さ30～38cmを 計 る。

排水路の北側には、雑排水池があ り、そこ

か らのからの排水路 と思われるが、接続が

確認できなかった。排水路 は両側 とも石積

で2段 から3段 積まれている。南側へ と続

いているが、南側にはコンクリー トで作 ら

れた現在使 用 されてい る池 が あ り、池 を

造った当時に壊された と思われる。

排水路跡
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2遺 物

大聖院跡地内から、多くの生活用品が発見されている。これらは、表土の清掃時に少し埋もれて

いたものが検出されたもので、建物の存在していた昭和30年 代までの食器や生活用具である。一

部において下層のトレンチ調査を実施したが、その折にはやや古い近世や一部中世の遺物も発見さ

れている。以下に概説する。

(1)食 器 類

食器類には、甕 ・飯茶碗 ・湯飲み茶碗 ・皿 ・徳利 ・猪口などがある。時代的にも近世から昭和ま

である。

甕 甕

甕

甕

五徳
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陶磁器椀 磁器椀

磁器皿 磁器皿

磁器小皿 磁器猪口

磁器湯呑椀 磁器蓋物.
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磁器皿 ・鉢 陶磁器大皿 ・角皿

陶磁器壷 ・土瓶 陶磁器線香立て ・そば猪ロ

陶器神酒徳利 陶器燈明皿

陶器燈明皿 陶器燈萌皿
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(2)中 世珠 洲 陶 器

能登半島珠洲郡市で焼かれた中世陶器であり、中世には北信濃に多く搬入されている。この場所

が中世に遡ることを証明する資料である。何れも甕あるいは壷破片で、全体の形状は不明である。

珠洲陶器片

(3)銭 貨(図13・14)

近世に使用された寛永通宝が大半で、 この他明治期以 降の一銭 な どもある。また、 中世 に使用 さ

れた輸入銭貨である天禧通宝(初 鋳年 天禧年 間1017～22年)や 永楽通宝(同1408年)が

各1点 出土 してい る

銭貨
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(4)鉄 製 品(図15～17)

鉄製品には、釘類、火箸 ・切 り出 しナイ フ ・鋏 ・鎌 ・鑓 ・斧な どがある。釘 には角釘 と丸釘があ

り、 中には木材の腐植部の付着 しているもの もある(図15-9・10)。

釘 火箸

切 り出し ・鋏 ・鎌等 鎚等

鉄斧 簑(ざ く)・飾 り金具等
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(5)石 製 品(図18)

石製品には、砥石 ・硯 ・石版な どがある。.砥石は何れ も小さ く、 目の細かい仕上 げ砥 である。硯

はかな り破 損 しているが、形態 的には明治以降のものであろ う。石盤 には大正二年 と刻まれている。

砥石

硯 ・石盤
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(6)そ の 他 の 遺 物(図19)

真鍮や銅製品、銀製品等を一括 して報告す る。刀の鍔や鈴、飾 り金具、櫛 ・煙管な どがある。

鍔 ・鈴等

煙管

櫛
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大菅遺跡

1遺 構

(1)A区 トレン チ(図2)

A区 は北竜湖周 回林道 よ り東側の杉林の中で、南側斜面のすそ野で比較的なだらかな部分 で、石

積 が現存 してい る部分 に隣接 して、1.5×3.6mの トレンチを設定 した。表± は10～35cmの 黒

褐色土層、II層 は10cmの 茶褐色土層で、皿層 目が地山面 とな る。隣接 している石積は、南側の斜

面か ら北側方向へ と続 く。石積は平石を2段 、3段 に横 に積み上げて40～50cmの 高さに してある。

遺物は陶器小破片2点 出土。

(2)B区 トレ ン チ(図2)

北竜湖周 回林道 よ り西側 の杉林 の中で、石積が現存 してい る部分 に隣接 して、2.0×4.Omで ト

レンチを設定 した。表土 は25～35cmの 黒褐色土層、H層 目20cmの 茶褐色土層で、 皿層 目の地

山面 と続 く。特 に中央の大石は、地山面まで入 り込んでいる。 この区域 は石積で、上段 と下段の二

段の平坦 な区域を造成 した と思われる。石積 の高さは120cmほ どある。根石部分 は50～70cmの

大石で地 山面よ り積 み、二段 目も50cm前 後の石 を積 み、三段 目は平石で積み上げている。

遺物は陶器小破片3点 出土。

(3)⊂ 区 ト レン チ(図2)

B区 の南 西側 に位置す る湖岸へ と続 く緩やかな斜面で、現況は雑木林 である。 ここに2.0×4.O

mの トレンチを設定 す る。 トレンチの東南側 に石積 が現 れている、崩壊 しているが高 さは40～

65cmで あ り、平石を横に積むタイフoである。表土は15cmの 黒褐色土層、H層 目が10cmの 茶褐色

±層、皿層 目が礫を多 く含む黄褐色土層 になる。C区 には出土遺物はなかった。

(4)D区 トレン チ(図3)

弁天島に下 る北側の原野部分の西 向き斜面に、東西 に2.0×6.Omの トレンチを設定する。黒褐

色土層が15～25cmで 、その下が茶褐色土層である。本 トレンチか らの出土遺物はなか った。

(5)E区 トレン チ(図3)

弁天島に下 る南側で、葦が生茂 ってい る平坦部分で、満水期には水面下 となる地点である。東西

に2.0×6.Omの トレンチを設定 した。表土は25～30cmの 黒褐色土層、H層 目が茶褐色土層である。

トレンチ より西側へ5mほ どの位置に湖岸 にそって崩壊が著 しいが石積が確認 できた。

遺物 は、鉄製品1点 、陶器小破片2点 、石器2点 出土 した。

(6)F区 トレ ン チ(図3)

弁天島に下る南側でE区 トレンチか ら南へ10mほ どの位置、現況 は原野で平坦部分 であ り、満

水期 には水面下 となる地点 である。南北 に2.0×5.Omの トレンチを設定 した。表土 は20～30
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cmの 黒褐色土層、H層 目は礫を多 く含む茶褐色土層である。 トレンチより西側へ5mほ どの位置 に、

湖岸にそって所 々崩落は しているが石積が確認できた。

遺物は、土器小破片が出土 してい る。

(7)H区 トレン チ(図3)

北竜湖周 回道路東側の杉林の中で、平成13年 度 に確認調査を した皿区とV区 の中間地点で、西

向きに緩やかな斜面で、「さ ぐざえむ屋敷」 といわれている場所の南側にあたる一角 に、東西 に1.0

×6.Omト レンチを設定 した。 旧畑地 と思 われ る。礫 はほ とん ど含 まれな く、表土は20～30cm

の茶褐色土層、II層 目に黄褐色土層が現れ る。出土遺物はなか った。

(8)1区(図3)

北竜湖周回道路の西側、湖岸 に近い所で西向きで緩やかな斜面 に トレンチを設定す る。 旧畑地 と

思われ、現況は雑木林 である。 中間地点の南北 に、法面 と思われる30cmほ どの段差が認め られ る

ので、上下で2ケ 所の トレンチ設定。

1)1-1ト レンチ

東西 に1.5×3.Omの トレンチを設定す る。表土 は25～35cmの 茶褐色土層、H層 目に黄褐

色土層が現 れる。出土遺物はない。

2)1-2ト レンチ

東西に1.5×3.Omを1-1ト レンチの西側1.5mに 設定す る。表土 は40～50cmの 茶褐色

土層、H層 目に黄褐色土層が現れる。西側へ行 くほ ど1層 目が厚 くなる。

遺物 は、内面が黒色された土師器小破片1点 、陶器小破片1点 出土。

(9)G区 石 積

周 回道路 西 側 の杉林 の 中ほ どで、4.0×8.Om範 囲に石 積 が二段 に確認 で きた。一J段 目は、2.0×5.O

mで 高 さは70cmほ どで あ る。二 段 目 も、2.0×5.Omで 高 さ は50～80cmほ どで あ る。平 石 を横

に積 み上 げ て ある。

2遺 物

各 トレンチ よ り遺物が若干 出土 している。F区 からは平安時代 の土師器甕 ・黒色土器片が出土 し

ているが、小破片のため図示 できない。 また、A区 か らは青磁の香炉様の小破片、B区 か らは染付

小破片、E・1区 から青磁の小破片が出土 している。そのほか、E区 から石器剥片2点 が出土 して

いる。
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A区

_一

B区

D区 F区

H区 1-1区

1-2区 各区出土遺物
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おわりに

国庫補助事業を受けて実施した3遺 跡の調査は、個人住宅建設や遺構の確認、あるいは開発対応

のための遺跡範囲確認調査とそれぞれ目的が異なっていた。

千苅遺跡の発掘調査は、文字通り緊急発掘調査であった。従来から平安時代の遺跡として知られ

ており、その後旧石器時代～縄文時代草創期に位置付けられる一連の石器群の存在が明らかとなっ

た。しかしながら、すべて表面採集によるもので、その実態は依然不明であった。

今回の発掘調査は、住宅建設という緊急発掘調査であったが、そういった不明確な部分が明ら

かとなる期待も少なからずあったことも事実である。しかしながら、調査結果は逆に集中して採集

されていた丘陵上部は極めて表土が浅く、耕作によりほとんどが破壊を受けていたことが明らかと

なった。このことから、今後も千苅遺跡の石器群が調査によって明らかにすることは難しいことと

いわざるを得ない。

平安時代の住居肚と考えてよい竪穴状の遺構が1基 発見されたことは大きな成果であった。鉄津

や石組み遺構、柱穴の有無 ・位置など当該期の一般的な住居趾とはやや相違していることから 「竪

穴状遺構」としたが、鍛冶職人の作業場あるいは兼用住居と考えられるのではないかと推定してい

る。

小菅大聖院跡は、中 ・近世の小菅山元隆寺を解明するに重要な場所である。昭和30年 代後半の

解体以降、杉の植栽や記念碑の建立など大きく様変わりした。私達が現地を見た平成12年 には、

杉や雑木が繁茂 しており中に入ることも大変であった。その後、地元氏子総代会を中心として整備

の計画が持ち上がり杉も大きくなりすぎたため伐採することとなった。ただし、前述のように解体

後の様々な要因によって、建物の礎石等の多くは残されていないのではないかと考えられていた。

調査の結果、跡地内を清掃した段階で多くの礎石を確認することができた。杉の根が大きくなり

すぎており、そのため礎石も動いていたが、一部正面玄関付近と台所付近を除き間取り等も明らか

にできた。今後さらに文献調査もあわせて研究を進めていく必要がある。

大菅遺跡は、観光地として脚光を浴びている北竜湖の東岸一帯を指しているが、文献に現れてい

てもその実態が把握できない遺跡であった。

今回の調査によっても、若干の出土遺物は認められるものの中世村落の実態はつかむことができ

なかった。廃村の後、近世に畑や水田として開墾されたことが一因としてあるのだろうか。いずれ

にしても、今後とも継続して範囲や中心地について研究していきたい。

最後に、本調査に関わられた方々に厚く御礼を申し上げる。
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図1千 苅遺跡周辺地形図(12500)
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図2 グ リッ ト設定図
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図3調 査区全体 図(1100)
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図4セ クシ ョン ・エ レベ ーシ ョン実測 図(1100)
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図5遺 構実測 図(1:40)
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図6旧 石器時代～縄文時代草創期の石器実測図(12)
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図8平 安時代土師器 ・須恵器 ・灰紬陶器実測図(1・:4)
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図1小 菅大聖院跡周辺地形図(1:2500)
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図2 グリッ ト設定図及び周辺建物等配置図(1400)
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図3遺 構全体図及び発掘調査区域図(1250)
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図4遺 構分布 図1(180)
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図5遺 構分 布図2(180)
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図6遺 構分 布図3(180)
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図7遺 構分布 図4(180)
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図8発 掘調査区遺構図(1100)
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図9排 水路跡実測図(140)
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図10各 遺 構実測 図(140)
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図11灯 明皿 ・皿実測図(13)

図12珠 洲陶器拓本図(12)
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図13銭 貨 拓本 図(11)
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図14 銭貨拓本図2 (1
●

● 1)
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銭 名 初 鋳 年(西 暦) 直 径㎜ 重 さ9 備 考

1 寛永通寳 25 3.1

2 寛永通寳 23 2.4

3 寛永通寳 24 2.7

4 寛永通寳 24 3.5

5 寛永通寳 25 3.8

6 寛永通寳 23 1.9

7 寛永通寳 24 2.9

8 寛永通寳 25 2.9

9 寛永通寳 25 3.7

10 寛永通寳 23 1.8

11 寛永通寳 25 2.5

12 寛永通寳 23 1.5

13 寛永通寳 24 3.2

14 寛永通寳 23 2.9

15 寛永通寳 24 2.0

16 寛永通寳 24 2.5

17 寛永通寳 23 2.3

18 寛永通寳 25 3.4

19 寛永通寳 25 2.5

20 寛永通寳 24 3.5

21 寛永通寳 23 1.6

22 寛永通寳 24 3.0

23 寛永通寳 24 1.6

24 寛永通寳 23 2.2

25 寛永通寳 23 2.6 背上に 「長」

26 寛永通寳 明和5年(1768)～ 28 4.7 明和4文 銭21波

27 寛永通寳 明和6年(1769)～ 29 4.8 明和4文 銭11波

28 寛永通寳 明和6年(1769)～ 28 5.5 明和4文 銭11波

29 寛永通寳 明和6年(1769)～ 28 5.7 明和4文 銭11波

30 寛永通寳 明和6年(1769)～ 29 4.5 明和4文 銭11波

31 寛永通寳 明和6年(1769)～ 28 4.8 明和4文 銭11波

32 寛永通寳 明和6年(1769)～ 28 6.2 明和4文 銭11波

33 寛永通寳 明和6年(1769)～ 27 3.3 明和4文 銭11波

34 文久通寳 文久3年(1863)～ 27 3.8

35 文久通寳 文久3年(1863)～ 26 3.3

36 文久通寳 文久3年(1863)～ 27 3.5

37 文久通寳 文久3年(1863)～ 26 3.3

38 永樂通寳 24 2.3

39 天禧通寳 天禧年 間(1017～22) 25 3.9

表1出 土銭貨一覧表
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図15鉄 製 品(釘)実 測図(1:2)
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図16鉄 製 品(火 箸 ・鋏 ・鎌i等)(13)
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図17鉄 製 品(鑓 ・斧等)(13)
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図18石 製 品(砥 石 ・硯等)(1
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図19そ の 他 の遺物(鍔 ・鈴 ・飾 り金 具 ・櫛 ・煙 管等)(12)
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図1大 菅遺跡周辺地形図及び調査区(1:5000)
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図2各 区 トレンチ平面 図1(140)
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図3各 区 トレンチ平 面図2(140)
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東 経
o/// 調査期 間 調査面積 調査原因

市町村
遺 跡

番 号
せんがり

千苅遺跡 長野県飯山

市大字瑞穂

6523番 地

20213 67 36ｰ

52'

49"

138ｰ

24'

39"

20030418

.一._.

20030603

207.5m 個人住宅

建設に伴

う調査

こすげたいしょういん

詮菅大聖院
跡

大 字 瑞 穂
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25'

52"

20030826
～

20030924

687.5m 遺構確認

調査

おおすげ
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54'

06"

138ｰ

25'

48"
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～
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のための

遺跡確認

調査
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安時代
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土抗
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恵器 ・灰紬陶器

小菅大聖院

跡
寺院跡

中 ・近 世 ・

近 代 ～
寺院礎石 陶磁器

大菅 包蔵地 平安 ・中世 な し 土師器
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